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京都府のキュウリに発生した cucurbit aphid-borne yellows virus（CABYV）とモザイク病も含めた今後の課題

は　じ　め　に

我が国のキュウリ露地栽培では，長年にわたり，アブ
ラムシ媒介性ウイルスであるキュウリモザイクウイルス
（cucumber mosaic virus，CMV），スイカモザイクウイル
ス（watermelon mosaic virus，WMV），ズッキーニ黄斑
モザイクウイルス（zucchini yellow mosaic virus，ZYMV）
およびパパイア輪点ウイルス（papaya ringspot virus，
PRSV）の発生が認められている（岩崎ら，1996）。これ
らのウイルスに加えて，2023年には，京都府南部のキ
ュウリ露地栽培圃場において葉に黄化症状を示す株が認
められ，RT-PCRによる増幅産物の塩基配列の解析から，
cucurbit aphid-borne yellows virus（CABYV）の発生が
国内で初めて確認された（MOMMA et al., 2025）。CABYV

の発生は，2025年 7月時点で，国内のキュウリ栽培では
京都府，福島県および大阪府，メロン栽培では茨城県お
よび滋賀県において，海外ではキュウリ，メロンなどの
ウリ科作物を中心に，47か国において認められている。
現在 CABYVは，地中海沿岸地域におけるウリ科作物の
栽培では主要な病原ウイルスであり（LECOQ and DESBIEZ, 

2020），我が国においても分布および被害の拡大が懸念
される。本稿では，京都府における CABYVの国内初発
生と，キュウリ露地栽培で問題となるほかのウイルスと
の比較および今後の防除対策構築に向けた展望について
紹介する。

I　CABYVの国内初発生について

 1 CABYVの特徴
CABYVは，ソレモウイルス科ポレロウイルス属の

RNAウイルスで，1989年にフランスにおいて初発生が
確認された（LECOQ et al., 1992）。典型的な病徴である葉
の黄化症状は，生理障害，要素欠乏およびほかのウイル
スの感染による症状と区別がつきにくい。キュウリおよ
びメロンに感染した場合，生育初期の感染による減収割
合は，キュウリでは最大 50％，メロンでは最大 40％と
報告されている（LECOQ et al., 1992）。またウリ科以外に
も，アブラナ科，キク科，マメ科等 11科の植物において
検出された事例がある（LECOQ and DESBIEZ, 2020）。媒介
様式は虫媒のみで，機械的接種では感染せず，ワタアブ
ラムシ，モモアカアブラムシおよびチューリップヒゲナ
ガアブラムシによって媒介される（LECOQ et al., 1992）。
一方，ブラジルにおいてメロンから検出された CABYV-

M1株（アクセッション番号 LC516688）は，ワタアブ
ラムシでは媒介されず，タバココナジラミによって媒介
されることが報告されている（COSTA et al., 2020）。

 2 京都府内において発生した CABYVの同定
2023年 7月，京都府南部のキュウリ露地栽培圃場に
おいて中位葉に黄化症状の発生が認められた（図―1）。
日本国内において，キュウリの葉に黄化症状を引き起こ
すウイルスとしては，ビートシュードイエロースウイル
ス（beet pseudo-yellows virus，BPYV），ウリ類退緑黄化
ウイルス（cucurbit chlorotic yellows virus，CCYV）およ
びメロン黄化えそウイルス（melon yellow spot virus，
MYSV）の発生が知られている（日本植物病理学会，
2025）。筆者らは，まずこれら 3種ウイルスの感染の有無
を調べるため，キュウリ葉から全 RNAを抽出し RT-PCR

（岡田ら，2016；奥田ら，2007）を行ったが，いずれも
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